
 平成２７年第６回東京都北区教育委員会定例会 

会 議 月 日 平成２７年６月９日（火）午前１０時３０分 

開 催 場 所 北区教育委員会室 

出 席 委 員 委 員 長 檜 垣 昌 子 委 員 嶋 谷 珠 美

委 員 森 岡 謙 二 委 員 森 下 淑 子

委 員 加 藤 和 宣 教 育 長 内 田  隆

欠 席 委 員     

事務局職員 事務局次長 教育政策課長（教育未来館長） 

 学校改築施設管理課長 学校支援課長 

 学校地域連携担当課長 教育指導課長 

 教育改革・教育支援担当副参事 生涯学習・スポーツ振興課長 

 スポーツ施策推進担当課長 東京オリンピック・パラリン 
ピック担当課長 

 体育協会事務局長 飛鳥山博物館長 

 中央図書館長  

 学校適正配置担当部長 学校適正配置担当課長 

会議に付した議案並びに審査結果 

日程 議案番号 提 案 内 容 結果 

１ ４３号

平成２７年度東京都北区一般会計補正予算（第１号）

に係る地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２

９条の規定に基づく意見聴取について 

承認

２ ４４号

東京都北区附属機関の構成員の報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例等に係る地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく

意見聴取について 

承認

３ ４５号 平成２８年度区立幼稚園園児募集方針について 承認

日程 報告事項 報 告 内 容 結果 

４ ３８号 学校給食残菜の処理について 了承

５ ３９号 スポーツ体験会の開催について 了承

６ ４０号
「トップアスリートのまち・北区」関連サインの設置

について
了承

７ ４１号
「ＲＯＵＴＥ2020 トレセン通り」ＰＲイベントにつ
いて

了承

８ ４２号 後援・共催事業に関する報告 了承
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平成２７年第６回東京都北区教育委員会定例会会議録 

平成２６年６月９日（火）１０：３０ 

檜垣委員長 

教育政策課長 

檜垣委員長 

教育政策課長 

それでは、出席委員が定足数に達しておりますので、会議は成立しております。これ

より、平成２７年第６回北区教育委員会定例会を開会いたします。 

日程第１、第４３号議案「平成２７年度東京都北区一般会計補正予算（第一号）に係

る地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく意見聴取につい

て」を議題に供します。事務局から説明をお願いいたします。 

委員長 

教育政策課長 

それでは、第４３号議案、平成２７年度東京都北区一般会計補正予算（第一号）に係

ります地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく意見聴取につ

いてでございます。 

おめくりいただきまして、最後のページをお開きいただきたいと存じます。こちら

が、教育に関する部分の歳入・歳出予算となっております。 

まず、歳入でございますが、お示しのとおり、都の補助金が補正額といたしまして

１，６３４万円、また、都の委託金といたしまして３７０万円、合わせまして２，００

４万円という金額の歳入予算となっております。詳細につきましては、歳出予算の説明

の際にご説明させていただきます。 

歳出につきまして、下段のほうでございます。表の右から２行目の補正額でございま

す。まず、１項の教育総務費でございます。こちら５，２６７万２，０００円。２項の

小学校費で２，５２７万２，０００円。３項、中学校費で２２７万９，０００円。７

項、社会体育費で２５０万円。合わせまして８，２７２万３，０００円の補正額となっ

ております。 

次の１枚、Ａ４の参考資料①、平成２７年度第１号補正予算の資料をごらんくださ

い。最初に、歳出のほうからご説明させていただきます。歳出を説明する中で、関連す

る歳入等の内容も説明させていただきたいと存じます。 

まず、第１項、教育総務費、事務局費の（１）学校適正配置関係経費でございます。

５，１４７万２，０００円でございますが、お示しのとおり、清水小学校と第三岩淵小

学校の閉校に係ります経費、また、平成２８年４月の統合新校、西が丘小学校でござい

ますが、こちらに要する経費といたしましての増額となっております。 

こちらにつきましては、上の歳入のほうでございます。１５款、都支出金とございま

すが、（１）の都補助金、①の新しい学校づくり重点支援事業費、こちらの増減説明に

ございますように、こちら補助対象経費に対しまして補助率２分の１の補助事業という

ことで、こちらの歳入のほうも１，６３４万円の補正額となっております。 

再び歳出のほうに戻っていただきまして、教育指導費でございます。１２０万円の補

正額となっております。こちらの増減説明にございますように、こちらは大きく言いま
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学校改築施設

管理課長 

檜垣委員長 

学校改築施設

管理課長 

して二つの内容となっておりますが、それぞれ東京都の委託事業でございます。 

まず、最初の項目が安全教育推進校ということで、ほりふな幼稚園が内定をしており

まして、経費の上限が２０万円。また、大きな一項目として２校ございまして、王子第

二小学校と王子第五小学校、「日本の伝統・文化の良さを発信する能力・態度の育成事

業」ということで経費の上限がそれぞれ５０万円、合わせて１００万円、両項目合わせ

まして１２０万円の補正予算となっております。 

こちらも歳入と対応しておりまして、上段の歳入のところの（２）の都委託金という

項目の②が、ただいまご説明させていただきました、ほりふな幼稚園の２０万円、それ

から③の部分が日本の伝統・文化発信育成事業、両校合わせまして１００万円という歳

入内容となっております。 

再び歳出のほうに戻りまして、第２項、小学校費及び第３項、中学校費の内容でござ

いますが、昨年度に緊急調査いたしました、樹木健全度調査によりまして、健全度や危

険度に問題があるとされました樹木の伐採経費のうち、当初予算で計上されている経費

では不足が見込まれる分を補正計上させていただいたものでございます。後ほど、担当

課長より補足説明がございます。 

続きまして、第７項の社会体育費の社会体育総務費、東京オリンピック・パラリンピ

ック教育推進校が５校追加されたことに伴いまして、その経費を追加計上させていただ

いたものでございます。１校当たり、お示しのとおり５０万円、それぞれ学校につきま

してはお示しの５校ということでございますが、それぞれ１校当たり５０万円でござい

ますので５校で２５０万円でございます。内容等につきましては、各学校ごとそれぞれ

お示しのとおりの内容となっております。 

こちらにつきましても歳入と対応しておりまして、都の委託金の①のオリンピック教

育推進校事業費でございます。２５０万円の、ただいま歳出で説明させていただいたも

のが、東京都からの委託金として歳入計上をさせていただいたものでございます。 

私からの説明は以上でございますが、先ほど申し上げましたように、学校改築施設管

理課長から補足説明がございます。 

委員長 

学校改築施設管理課長 

それでは、お手元の第４３号議案、参考資料②で補正予算の樹木健全度調査の結果の

対応についてご説明をさせていただきます。 

樹木健全度調査の結果につきましては、３月２７日開会の教育委員会で調査結果の速

報と今後の対応をご報告したところでございます。今般、調査結果が確定いたしまし

て、数値が若干動きましたことと、今後の対応につきましては、より安全を確保する視

点から変更させていただきましたので、改めて報告をさせていただきます。 

１番の調査内容につきましては、前回同様となってございます。区立小・中学校及び

幼稚園の全ての地上１．２ｍの位置で幹回りが３０ｃｍを超える樹木を対象に調査をし
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檜垣委員長 

檜垣委員長 

檜垣委員長 

た結果でございます。 

２番の調査結果でございます。校種別健全度別で樹木本数をお示ししてございます

が、上のほうの表。すみません。確定法の「法」は、報告の「報」が正しいのですが法

律の「法」となってしまっています。申しわけございません。 

速報と比較いたしまして、総本数で３１７本増えてございます。こちらですが、速報

としてご報告した時点で閉校施設のほうにカウントしてしまった樹木等がございまし

て、その関係で樹木の本数が動いてしまってございます。正しくは、お示しのとおり

小・中学校、幼稚園で合計５，７２９本もの樹木があったという内容となってございま

す。 

恐れ入ります。裏面をごらんください。ランクの凡例を示してございまして、Ａ～Ｅ

まで６段階で分けてございます。これを踏まえまして、３の今後の対応でございます

が、（１）安全対策としまして、調査結果により、「Ｄ－２」及び「Ｅ」と診断された

計１５２本、前回は１４３本と報告しましたが、この樹木につきましては、学校と調整

しながら順次伐採をさせていただきます。 

変更点は、この後でございまして、「Ｄ－１」と診断された６５本についても、状況

に応じた危険を回避する措置、これは伐採を含みますが、その措置を実施させていただ

こうと考えてございます。 

（２）の財産管理の扱いについては同じでございます。 

一番下の参考としてお示ししている樹木の多い小中学校につきましても、今回の本数

の増に伴いまして、数本程度それぞれの学校で増えてございますが、ご参考までに樹木

の少ない小中学校について、表にはありませんが、ご紹介させていただきます。 

小学校の少ない順に、王子第二小学校が４６本、田端小学校が４９本、滝野川第六小

学校が５０本。次に中学校でございますが、一番少ないのは田端中学校で３５本、２番

目で赤羽岩淵中学校が３８本、３番目で滝野川紅葉中学校が５１本となってございま

す。 

私からの補足説明は、以上でございます。 

本件について、ご質疑、またはご意見はございますか。 

（質疑・意見なし） 

ご異議ございませんか。 

（異議なし） 

ご異議ないと認め、本件は意見なしとすることに決定いたします。 

次に、日程第２、第４４号議案「東京都北区附属機関の構成員の報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例等に係る地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２９条の規定に基づく意見聴取について」を議題に供します。事務局から説明をお願い

します。 
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教育政策課長 

檜垣委員長 

教育政策課長 

委員長 

教育政策課長 

それでは、第４４号議案をごらんください。１ページをお開きいただきたいと存じま

す。今回、教育委員会に関係します条例の一部改正でございますが、お示しの９件とな

っております。このうち、４番から９番までの６件につきましては、平成２６年４月か

ら、消費税が５％から８％に改定されたことに伴います使用料の改定となっておりま

す。 

それでは、１枚おめくりいただいて、３ページをお開きください。最初の東京都北区

附属機関の構成員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例でございま

す。 

１枚おめくりいただきまして、５ページでございます。こちらにつきましては、ご案

内のように東京都北区いじめ防止条例の第１４条第１項の規定に基づきまして附属機関

を設置するという規定がございます。こちらが、この表の中にございます最初の東京都

北区いじめ問題対策委員会、こちらの設置が規定されているものでございます。この委

員会設置に伴います委員長、また、こちらにございますように学識経験者から委嘱され

ました委員の方へお支払いいたします報酬の規定をそれぞれ整備するものでございま

す。付則でございますが、この条例は、公布の日から施行するというものでございま

す。 

参考までに申し上げますが、この表の２項目目のほうは区長部局で設置する附属機関

という内容になっております。 

１枚おめくりいただきまして、最初にこの説明欄を説明すべきでしたが、６ページの

東京都北区いじめ防止条例等の施行に伴いまして、附属機関の構成員の報酬を定めるた

め、この条例案を提出いたしますという内容になっておりました。失礼いたしました。

こちらが、最初の条例案となっております。 

２件目でございます。９ページでございます。東京都北区立学校設置条例の一部を改

正する条例でございます。 

もう１枚おめくりいただきまして１１ページの説明欄をごらんください。東京都北区

立学校の適正配置を推進するとともに、東京都北区立なでしこ小学校の位置を変更する

ため、この条例案を提出いたしますという説明でございます。こちらの内容につきまし

ては、先ほどの補正予算等の内容とも関連してまいります。 

１３ページをお開きください。内容が二つございまして、まず最初の項目でございま

す。こちら案内図がございますが、なでしこ小学校の改築に伴いまして、現校舎の解体

及び新校舎の建設を行いますために、平成２７年９月１日から新校舎の竣工いたします

まで、期間といたしましては平成３０年４月開設予定となっておりますが、その間、旧

赤羽中学校、この図で申し上げますと左側のところでございますが、こちらへ仮移転す

ることでなでしこ小学校の位置を変更する内容でございます。 

もう１点ございますが、１枚おめくりいただきまして、１４ページの案内図をごらん
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ください。清水小学校及び第三岩淵小学校を統合いたしまして、統合校を改築するまで

の間、現在の清水小学校の位置に西が丘小学校を設置するというものでございます。 

 お戻りいただきまして、１１ページでございます。付則でございます。この条例につ

きましては、平成２８年４月１日からの施行とさせていただきます。ただし、別表の

１、東京都北区立なでしこ小学校の項の改正規定につきましては、平成２７年９月１日

からの施行とさせていただきます。以上が２件目でございます。 

続きまして、１５ページ、３件目の東京都北区立学校の学校医、学校歯科医及び学校

薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例でございます。 

最初に２１ページまでお進みいただきまして、説明欄をごらんください。学校医等の

公務災害補償に係ります補償基礎額の改定等を行うため、この条例案を提出する趣旨で

ございます。学校医等の公務災害等に係る規定につきましては、この補償基礎額でござ

いますが、東京都の基準に準拠することになっております。東京都の条例改正を待ちま

して、区の条例を改正するという手順になっております。 

ご案内のように、平成２６年度に公民格差是正のため、東京都の職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例等が施行されたことを受けまして、今回、この区の条例を改

正させていただくものでございます。 

新旧対照表、１枚おめくりいただきますと、２２ページから２４ページにわたりまし

てございますが、上段の改正後のそれぞれの金額が現行、下段のほうに対応いたしまし

て、改正する内容となっております。 

１９ページにお戻りいただきまして、この条例につきましても公布の日から施行する

という内容になっております。 

続きまして、２５ページへお進みいただきまして、先ほど全体の最初のページ、今回

の条例案等を一覧でお示ししたところでもご説明させていただきましたが、この以下の

内容につきましては、消費税の改定に伴いまして改定するものでございます。最初の東

京都北区立文化センター条例の一部を改正する条例に基づきまして、説明をさせていた

だきたいと思います。 

３１ページの説明欄をごらんください。社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜

本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律等の施行に伴い、使用料を

改定するため、この条例案を提出いたしますという内容でございます。 

それぞれ、先ほどもご説明いたしましたように、消費税５％から８％に改定されたこ

とによりましての使用料の改定ということでございまして、１枚おめくりいただきます

と、３２ページから、それぞれ施設ごと、また時間帯ごとの使用料、現行、下段でござ

います。また、改正後の使用料が上段にございます。それぞれ消費税の改定されたもの

をそれぞれ勘案いたしました使用料となっております。 

３１ページにお戻りいただきまして、この条例案につきましては、平成２７年１０月

１日からの施行とさせていただくものでございます。 

３５ページにお進みいただきますと、東京都北区立十条台小学校温水プール使用条例

の一部を改正する条例でございます。先ほど、その前の条例から消費税の改定というこ

とは共通内容ですということを申し上げましたが、こちらも同様でございますが、ただ

し、この条例につきましては、他の消費税の改定に伴います条例と若干違うところが１
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檜垣委員長 

檜垣委員長 

檜垣委員長 

学校支援課長 

檜垣委員長 

学校支援課長 

点だけございます。こちらにつきましては温水プールという施設でございまして、この

間、光熱水費が高騰している状況ですとか、また近隣区の同施設の使用料の均衡を図る

ための内容も加味させていただいたものとなっております。 

３９ページまでお進みいただきますと、それぞれの新旧対照表ということでお示しし

てございます。 

そうしたことで、ほかの使用料等につきましては大まかな計算方法につきましては、

１０５分の１０８という形で、現行の料金を計算するのが一つの目安になるわけでござ

いますが、こちらの内容につきましては、先ほど申し上げました光熱水費の上がった状

況ですとか、他の区の同種の施設との均衡を図った上での料金設定となっております。

４１ページの東京都北区体育館条例の一部を改正する条例、それぞれおめくりいただ

きますと同じような構成になっておりまして、５１ページでございますが、東京都北区

立体育施設条例の一部を改正する条例、それぞれおめくりいただきますと、６１ページ

の東京都北区立北ノ台スポーツ多目的広場条例の一部を改正する条例、また、６７ペー

ジの東京都北区飛鳥山博物館条例の一部を改正する条例、それぞれ繰り返しになります

が消費税改定に伴います条例改正となっております。 

非常に雑駁でございますが、以上で第４４号議案の説明とさせていただきます。よろ

しくご審議くださいますよう、お願い申し上げます。 

この件について、ご質疑、またはご意見はございますか。 

（質疑・意見なし） 

それでは、ただいま各委員のご意見を伺いますと、本件に対し特に反対意見はないよ

うですので、本件については意見なしとすることにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

ご異議ないと認め、本件は意見なしとすることに決定いたします。 

次に、日程第３、第４５号議案「平成２８年度区立幼稚園園児募集方針について」を

議題に供します。事務局から説明をお願いします。 

委員長 

学校支援課長 

それでは、私からは第４５号議案、平成２８年度区立幼稚園園児募集方針について、

お手元の資料に沿いましてご説明申し上げます。 

恐れ入りますが、１枚おめくりください。説明欄でございます。平成２８年度園児募

集を円滑に行うためでございます。記書きの１でございます。平成２８年度、来年度の

園児募集に際しましては、応募者数が当該園の定数を上回った場合は抽選といたしま
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檜垣委員長 

檜垣委員長 

檜垣委員長 

学校支援課長 

檜垣委員長 

学校支援課長 

す。ただし、応募幼児の兄又は姉が当該園の年少クラスに在園中の場合は無抽選といた

します。 

２でございます。園児募集に際し、応募者数が１０名以下のときには新たな学級編制

を行わないことといたします。また、学級編制を行った場合でも、当該４歳児の園児数

が１０名以下となった場合は、翌年度の園児募集は行わないとするものでございます。

３でございます。募集の際は、第２希望園の有無を明記していただくとしてございま

す。 

以上の内容につきましては、昨年度と同様になっております。また、議案書の最後

に、今年度５月１日現在の在園児数等の資料を参考に添付させていただいておりますの

で、後ほどご高覧いただければと存じます。よろしくご審議賜りますよう、お願い申し

上げます。 

本件について、ご質疑、またはご意見はございますか。 

（質疑・意見なし） 

それでは、ただいま各委員のご意見を伺いますと、本件に対し特に反対意見はないよ

うですので、本件については原案どおり承認することにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

ご異議ないと認め、本件は原案どおり承認することに決定いたします。 

次に、報告事項に移ります。 

日程第４、報告第３８号「学校給食残菜の処理について」、事務局から説明をお願い

します。 

委員長 

学校支援課長 

それでは、私から、報告第３８号、学校給食残菜の処理について、ご報告申し上げま

す。恐れ入ります。１枚おめくりいただきまして、資料のほうをごらんいただきたいと

存じます。 

１の要旨でございます。一般廃棄物の縮減及び生ごみのリサイクルを図るため、一部

の小中学校の学校給食残菜を資源リサイクルセンターに運搬して資源化するモデル事業

を平成２７年７月から開始するということでございます。 

２の現況（経過等）でございます。北区の小中学校では、給食残菜の減量と資源化を

進めるため、順次全校に生ごみ処理機を導入し、あわせて食育や環境教育の題材として

活用してきたところでございます。 

資源化した堆肥につきましては、北区の友好都市である群馬県甘楽町の有機農業研究
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檜垣委員長 

森岡委員 

檜垣委員長 

会が有機野菜づくりに活用し、その野菜を北ノ台エコー広場で毎月区民に販売すること

で食の循環を実現してまいりました。 

しかし、一部の生ごみ処理機につきましては導入後２０年が経過したことで、近隣か

らの苦情及びメーカーの補修用部品の製造中止などによりまして、現在は６校で運用を

停止しているという状況でございます。 

３のモデル事業の内容でございます。（１）の実施予定校でございますが、お示しの

４校を予定しているところでございます。 

（２）の処理施設及び資源化の流れでございます。別紙をごらんいただきたいと思い

ます。恐れ入ります。おめくりいただきまして、右下にページ番号が付番しておりま

す。３ページをお開きください。 

３の施設概要でございます。こちらの施設につきましては、面積が約９５０㎡、浮間

にございまして、施設の種類といたしましては高速堆肥化処理施設となっております。

処理能力でございますが、１日当たり１０．８トンの残菜を処理しております。処理時

間が毎日１５時間ということで、熱源につきましては都市ガスを使っているところでご

ざいます。 

４ページ下の処理フローをごらんいただきたいと思います。まず、各小中学校から生

ごみとして給食残菜が排出されます。これを専用容器で排出いたしまして、専用車両に

より、この食品残菜を収集・運搬して、このリサイクルセンターに持ち込むということ

でございます。持ち込まれた残菜につきましては搬入後計量しております。 

ちなみに、現在、こちらの施設では練馬区の小中学校、保育園で出た給食残菜を全て

処理していると聞いております。 

資料をおめくりいただきまして、６ページをごらんいただきたいと思います。こちら

の処理した堆肥でございますが、こちらのセンター内で包装工程を通しまして、また、

フレコンバッグに詰めまして、有機肥料会社、また有機栽培農業従事者、またゴルフ

場、サッカー場等に販売をしております。また、一部につきましてはブレンド処理をい

たしまして、肥料として練馬区の小中学校の菜園、また、ほかの農家等に利用している

と聞いているところでございます。 

今回、モデル事業で、少数ということでございますので、ここででき上がった製品を

北区のほうで肥料化して使うというところはまだ考えていないところでございます。 

恐れ入ります。資料のほうにお戻りいただきまして、４番の今後の予定でございま

す。本日、教育委員会でご報告、また、午後の庁議で報告した後、６月２９日の文教委

員会で報告、そして、７月１日からモデル事業として開始する予定でございます。 

以上、雑駁ではございますが、学校給食残菜の処理についてのご報告とさせていただ

きます。 

本件について、ご質疑、またはご意見はございますか。 

委員長 

森岡委員 
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森岡委員 

学校支援課長 

檜垣委員長 

学校支援課長 

檜垣委員長 

森下委員 

檜垣委員長 

森下委員 

学校支援課長 

檜垣委員長 

学校支援課長 

２番の現況のところで、一部、処理機が古くなっているということなのですよね。将

来は、ここでまた、機械か何かを新しく入れて、北ノ台のところでやるようなことは考

えていらっしゃるのか。 

委員長 

学校支援課長 

現状、この古くなった生ごみ処理機でございますが、更新や新たに新しい機械を購入

するということは現在まだ考えておりません。 

まず一つには、非常に高額であるということもございます。また、実はこの甘楽町の

有機農業研究会でございますが、代表者の方がつい最近お亡くなりになったということ

で、今後、どういった形で甘楽町のほうに運ばれていくかというのも若干不透明なとこ

ろもございます。そういった意味では、処理するルートを幾つかつくっておきたいとい

うこともございますので、今のところはそういった考えでございます。 

ほかに、ご質疑、またはご意見はございませんか。 

委員長 

森下委員 

今、森岡委員からの質問で、意味もよくわかりました。やはりご近所へ音がでます。

においも気にすれば出ます。そういうことから考えて、このＩＧＡＲＡＳＩ資源リサイ

クルセンターですか、こういう方法は大変よいことだと思っております。 

この集めに来られるというのは、例えば、いっぱいになったという時点で来るのか、

何か決めてあるのか、どういうサイクルで集められるのかということをとわかれば教え

ていただきたいと思います。 

委員長 

学校支援課長 

まず、これの回収の頻度でございますけれども火曜日と金曜日、週２回です。土、日

にそのまま学校に残らないようにということで、火曜、金曜という設定をこちらからお

願いしているところでございます。 

今、委員からもございましたように、においですね。これもやはり夏場は特に出てき

ますので、こちらは実はフランス製の専用容器、これはリサイクルセンターのほうから

も指定されております。そういった形で、におい等も極力表に出ないということで配慮
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檜垣委員長 

加藤委員 

檜垣委員長 

加藤委員 

学校支援課長 

檜垣委員長 

学校支援課長 

加藤委員 

檜垣委員長 

加藤委員 

学校支援課長 

檜垣委員長 

学校支援課長 

させていただいております。また、回収する車につきましても、いわゆる、アルミ板と

申しますか、保冷車的なそういったもので回収するという予定でございます。 

ほかに、ご質疑、またはご意見はございますか。 

委員長 

加藤委員 

この生ごみの部分で、新しく東十条・十条台・滝三・堀船中とモデル事業としてやる

のですが、最終的には、これがよければ全校実施という形になるのでしょうか。 

委員長 

学校支援課長 

現在のところは未定でございますけれども、やはり先ほども申し上げましたとおり、

今、食の循環という形で甘楽町の有機農業研究会とうまく回っている部分もございま

す。ですから、今回のモデル事業を踏まえて、全校でこのルートにしていくかどうかと

いうのも、今後いろいろ検討しなければいけない課題があると認識しておりますので、

今のところは未定ということにしております。 

委員長 

加藤委員 

それにかかる経費の問題というのは、今までの機械は２０年たっているわけですが、

そういうものを購入して減価償却したとして、それと業者に頼むものとの経費の差とい

うものはどうなのでしょうか。 

委員長 

学校支援課長 

ざっくばらんに申し上げまして、経費につきましては、このリサイクルセンターに持

ち込むほうが若干高くなると試算しているところでございます。およそ小中学校で３０

万余の、今回のモデル事業に対して、経費を見込んでいるところでございます。 

生ごみ処理機につきましては、１機見積もりを取りましたところ、やはり３００万円

余。ただし、２０年前は生ごみ処理機を屋外に設置するという形で、その後の騒音によ

る苦情にもなっているところでございますので、現状はきちんとした囲いをブロック等
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檜垣委員長 

檜垣委員長 

スポーツ施策

推進担当課長 

檜垣委員長 

スポーツ施策

推進担当課長 

檜垣委員長 

加藤委員 

檜垣委員長 

でつくった中に入れますので、そういった附帯工事を含めますとやはり５００万以上か

かってしまうという形もございます。非常に経費的には若干、リサイクルというものは

どうしてもお金がかかるという考えもあるのですけれども、現状では少し高いかなと考

えているところでございますけれども、経費だけの問題ではないと認識しているところ

でございます。 

ほかに、ご質疑、またはご意見はございませんか。 

(質疑・意見なし) 

ご質疑・ご意見がないようですので、本件に関する報告は終了いたします。 

次に、日程第５、報告第３９号「スポーツ体験会の開催について」、事務局から説明

をお願いします。 

委員長 

スポーツ施策推進担当課長 

それでは、スポーツ体験会の開催につきまして、私よりご報告させていただきます。

報告第３９号の表紙を１枚おめくりいただきまして、委員会資料をごらんください。 

１の要旨でございます。スポーツ推進委員協議会の主催によりまして、区民のスポー

ツ実施率の向上を図るために、ニュースポーツを中心としたスポーツをするきっかけづ

くりとしてのスポーツ体験会を実施するものでございます。 

２の開催概要でございます。日時は、７月１２日、日曜日、午後１時から５時でござ

います。会場は、滝野川体育館でございます。体験できるスポーツ種目は、スポーツ吹

矢、ビーチボールバレー、ドッヂビー、卓球、ボッチャの５種目でございます。参加方

法は自由参加でございます。 

周知方法につきましては、北区ニュース７月１日号へ掲載予定でございます。町会・

自治会、区立小中学校、児童館へポスターを掲示する予定でございます。北区公式ホー

ムページ、スポーツ推進委員協議会ホームページへの掲載、また、青少年地区委員会、

シニアクラブへチラシを配付する予定でございます。 

私からの報告は、以上でございます。 

本件について、ご質疑またはご意見はございますか。 

委員長 

加藤委員 
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加藤委員 

スポーツ施策

推進担当課長 

檜垣委員長 

スポーツ施策

推進担当課長 

加藤委員 

檜垣委員長 

森岡委員 

檜垣委員長 

森岡委員 

スポーツ施策

推進担当課長 

檜垣委員長 

スポーツ施策

推進担当課長 

この種目をスポーツ推進委員による指導とありますけれども、事前にスポーツ推進委

員がこのスポーツ、いわゆる、ビーチボールバレー、ドッヂビー、卓球、ボッチャです

か、これを指導するだけの実地を十分積んだ上での指導なのですか。それとも、初心者

を教えるために、ある程度数時間のカリキュラムを経て、自分らが体験した形で受け入

れて教える形なのでしょうか。 

委員長 

スポーツ施策推進担当課長 

指導の方法なのですが、事前に、例えば、ビーチボールバレーですとか、研修会に出

ておりまして、その種目の指導はできるようにしております。ただ、全員がその研修等

に参加しておりませんので、当日、午前中を使いまして指導員のスポーツ推進委員の中

で指導ができる体制を皆さんで共有して、それから午後の指導にあたるという段取りを

踏んでおります。 

ありがとうございます。 

ほかに、本件について、ご質疑・ご意見はございませんか。 

委員長 

森岡委員 

今、加藤委員がたまたま先に質問してくれたのですけれども、何となく私もよくわか

らないですけれども、ちょっと特殊なスポーツのように、これ全体感じるのですけれど

も、たまたまこういうスポーツがスポーツ体験会として設定されたのですか。普通、も

っとわかりやすい種目がいっぱいありそうな気がするのですけれども。 

委員長 

スポーツ施策推進担当課長 

今回のスポーツ体験会の趣旨なのですが、なるべくふだんスポーツや運動、そういう

ものに携わったことがない、経験したことがない方を対象といたしまして、なるべくニ

ュースポーツで、比較的競技性が強いものよりは簡単にできる、そういう種目を選びま

して、どちらかというときっかけづくりのためのスポーツ体験ということで進めていこ

うというのがこの企画、スポーツ体験会の趣旨でございます。 
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森岡委員 

檜垣委員長 

森岡委員 

スポーツ施策

推進担当課長 

檜垣委員長 

スポーツ施策

推進担当課長 

森下委員 

檜垣委員長 

森下委員 

スポーツ施策

推進担当課長 

委員長 

森岡委員 

このスポーツ体験会をやるのに、推進委員の人が早く集まって、わかっている方から

そういう方に指導する時間も設けるということを言いましたよね。そういうわかったよ

うなわかりにくいようなスポーツを無理やりに進めるという感じを受けてしまうのです

けれども、そんなことはないのですか。推進委員の人は全部、わかっていてぱっとやる

のではなくて、わかっている人が何人かいて、それで指導者にちょっと教えて、それか

ら、また教えるという感じに受けたのですけれども、何となく大丈夫かなという感じが

あったのですけれども。 

委員長 

スポーツ施策推進担当課長 

各種目を選ぶに当たりまして、企画の段階で、中心になって指導ができる推進員の方

を中心に、まず種目を選びました。この種目に関しましては、スポーツ推進委員の中で

何回か伝達研修をやっております。ですから、全く初めての方がこの種目の指導にあた

るということは今回ありません。ただ、もう一度、全体的に種目ごとの指導の統一性を

図るために、午前中をかけて当日研修をしようという趣旨で進めております。 

以上です。 

委員長 

森下委員 

チラシに汗を流しましょうと書いてありますので、恐らく経験の少ない人でも、スポ

ーツに余りなじみのない人でも気軽にできるという意味でのお誘い、写真を見ますと子

どもさんもいますし、右のドッヂビーも子どもたちもいるようなので、意外と苦手な人

でも手軽にできるのかなと拝見しました。 

ただ、やはりスポーツとうたうからには、けがだとか、転んで捻挫だとかあると、な

いにこしたことはないのですけれども、そういう場合の保険というのは、普通保険料だ

けは、例えば、８０円とか５０円とか負担することが多いと思うのですけれども。けが

をした場合とかの保険についてはどのようになっているのでしょうか。 

委員長 
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檜垣委員長 

スポーツ施策

推進担当課長 

森下委員 

檜垣委員長 

森下委員 

スポーツ施策

推進担当課長 

檜垣委員長 

スポーツ施策

推進担当課長 

加藤委員 

檜垣委員長 

加藤委員 

スポーツ施策推進担当課長 

今回、保険ですけれども、スポーツ保険を全員参加者に入る形で考えております。こ

れは、スポーツ推進委員協議会の経費のほうから出す予定でございます。 

委員長 

森下委員 

あと、非常に小さな字で１０月と１２月、２月のご案内がされておりますが、その中

にはミニスポーツ体験会と書いてありますよね。滝野川体育館でミニスポーツ体験会を

開催予定とありますよね。そのミニスポーツ体験会と今回のスポーツ体験会というの

は、ミニがついていないのですけれども、私はミニっぽいなと思うのです。体育館の中

で、こんな５種目も同時にやるわけですから。また、少し違う内容を考えておられると

いうことでしょうか。主催がスポーツ推進委員協議会のほうなので、ちょっと事務局に

お尋ねするのはどうかわかりませんが、もしわかるようでしたら。 

委員長 

スポーツ施策推進担当課長 

滝野川体育館でミニスポーツ体験会開催予定と書いてあるのですが、こちらはミニバ

スケットと聞いております。以上です。 

委員長 

加藤委員 

せっかく体験をしたら、それを続けさせる、おもしろいからやりたいという意見があ

ったときに、それをどういう形でスポーツ推進委員が応えていくのか。これも大事なこ

とだろうと思うのです。 

今まで、なかなかスポーツ推進委員のいろいろな実績というものが余り表面に出てこ

なかったのが、こういう形で出てくるというのは大変いいことだと思うのです。私も体

育指導員の経験者として、スポーツ推進委員がどんどんいろいろな区民の人たちに汗を

かくことを奨励して、健康づくりの一環としてこういうことをやることは大変うれしい

なと思っていますので。その後、例えば、グループでそういう小委員会をつくるなり、

例えば、スポーツ吹矢委員会だとか、何人かで指導ができる体制づくりをして、各地区

委員会のほうにそういうことをやりたいという人や継続したい、あるいは、その大会に
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檜垣委員長 

檜垣委員長 

東京オリンピ

ック・パラリ

ンピック担当

課長 

檜垣委員長 

東京オリンピ

ック・パラリ

ンピック担当

課長 

檜垣委員長 

出てきた人たちにも続いてやりたいと思う人はこういう方法がありますので来てくださ

いという、そういう拡充していく。せっかくやったものを１回限りで終わるのではなく

て。だから、私はこのスポーツ体験会というのは、この種目をもう少し充実させて、五

つなら五つで十分だと思うのです。今度ミニバスやります、あるいは、いろいろなこと

をやりますというと何か落ちついてものをやっていない感じになって、種目が足りなけ

ればあれですけれども、とりあえず何年間か同じものをやる、一つではなくて、もちろ

ん五つぐらいありますので、五つのものを中心として、スポーツ推進委員が各地区委員

会に、それぞれ地区委員になっているスポーツ推進委員がいるわけですから、そういう

方々を通じて青少年の推進委員の人たちにも呼びかけて、一緒に地区ごとにそういうス

ポーツを奨励できるシステムをこしらえていただければありがたいなと思いますけれど

も。ひとつよろしくご検討ください。 

本件について、ほかにご質疑、またはご意見はございませんか。 

（質疑・意見なし） 

ご質疑・ご意見がないようですので、本件に関する報告は終了いたします。 

次に、日程第６、報告第４０号「トップアスリートのまち・北区」関連サインの設置

について、事務局から説明をお願いします。 

委員長 

東京オリンピック・パラリンピック担当課長 

それでは、報告第４０号をご説明いたします。１枚おめくりをお願いいたします。 

「トップアスリートのまち・北区」関連サインの設置でございまして、これはかねて

よりこの委員会でも報告をさせていただいている内容でございますけれども、正式に工

事スケジュール、その他詳細が決まりましたのでご報告をさせていただきます。 

２番の整備内容でございます。まず、（１）愛称サインでございます。下のほうに、

図が書いてございます。左側でございます。こちらが愛称サインのイメージになってご

ざいます。 

ただ、恐れ入ります。大きくＲｏｕｔｅ２０２０、「Ｒｏｕｔｅ」と上部のほうにか

いてあるもの。こちらにつきましては、正しくは大文字になります。大変、恐縮でござ

います。 

何行目ですか。 
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東京オリンピ

ック・パラリ

ンピック担当

課長 

檜垣委員長 

森岡委員 

この長細い標識のデザインの中の文字でございます。恐縮でございます。 

その下の四角でございます。こちらにコンセプト等記載してございます。設置の数で

ございますけれども、都道部分が５か所、区道部分が５か所でございます。後ほど、説

明をいたします。 

サイズですけれども、縦が３０ｃｍ、横が１５０ｃｍでございます。こちらのサイズ

なのですけれども、ちょっと大きいように感じるところでございますけれども、都道に

つけられている案内サインとしては標準的なサイズでございます。現場で見ると、この

大きなサイズ感は感じないという印象を私も持ってございます。このサインを１本の支

柱で支えます。コンセプト、お示しのとおりでございます。ピンクを基調にしたもので

ございます。 

裏面に、設置箇所をお示ししてございます。矢印の先が愛称サインの設置箇所になっ

てございます。設置箇所につきましては、第六建設事務所とも協議をしているところで

ございますけれども、交通安全上、それから管理上とも、できる限り支障のない場所に

設置するという理由から、左右のバランスが若干偏っている部分もございます。比較的

ゆったりとしたスペースのある場所、あるいは、既存のサインのある場所、こういう条

件で場所をえりすぐった経緯からこのような配置となったところでございます。 

なお、特に赤羽駅寄り、それから十条駅寄りもそうでございますけれども、それぞれ

道路計画、あるいは、道路拡幅の可能性がございます。こちらの道路部分につきまして

はほぼ起点と終点のみ設置をするということで、現時点での設置する本数を極力減らし

てございます。したがいまして、いわゆる、ＮＴＣ周辺、こちらに標識が集中している

ということでございます。それから、道路計画の進捗、これによりましては今後の増

設、これも検討していきたいと考えてございます。 

なお、後ほどＰＲイベントの除幕式のところでご説明をいたしますけれども、サイン

のこの矢印、ちょうど真ん中２７－７、産技研前でございます。こちらでサインの除幕

式を予定してございます。 

お戻りをいただきまして、２番の（２）総合案内サインでございます。総合案内サイ

ンのイメージ、下のほうの右側にデザインを書いてございます。人間が立ったほう、右

側が横から見た図、左が正面から見たデザインということでございます。昨年度末に十

条西口に設置したもの、これと同様のデザインでございます。当然、地図の内容、赤羽

西口からナショナルトレーニングセンター、これも含めまして記載をして設置をしてま

いりたいと考えてございます。サイズ、コンセプトはお示しのとおりでございます。 

３番の今後の予定でございます。設置時期でございます。愛称サインにつきまして

は、８月中に１０か所設置をいたします。それから、赤羽駅西口の公共施設の総合案内

サイン、こちらにつきましては２７年度内と書いてございますけれども、年内をめどに

設置をしたいと考えているところでございます。 

以上、ご報告とさせていただきます。 

本件について、ご質疑、またはご意見はございますか。 

委員長 



- 17 -

檜垣委員長 

森岡委員 

東京オリンピ

ック・パラリ

ンピック担当

課長 

檜垣委員長 

東京オリンピ

ック・パラリ

ンピック担当

課長 

森下委員 

檜垣委員長 

森下委員 

森岡委員 

とてもいいと思うのです。いよいよ始まるという感じがして、とても私はいいと思い

ます。できたら赤羽全体でやるというイメージを、どうしても私はそういうイメージを

持っているのです。前も言ったと思うのですけれども。 

確かに西口から始まってずっと終点のところまで行くのですけれども、自分がどうし

ても東口にいるというわけではないのですけれども、この「ＲＯＵＴＥ２０２０トレセ

ン通り」愛称サイン設置箇所というのが最後にありますよね。これを、できたら東口の

人たちにも逆に周知していただくようなものを東口に、費用かかりますけれども、でき

たらいいなと。逆に、皆さんで全体でやっているのですよというイメージをつくっても

らえると、西口だけの、いわゆる、トレセンがあるところだけでやっているのではなく

て、赤羽全体でやっているのだなというイメージを持てていいなと思っていたりするの

ですけれども。できたら、この愛称サイン設置箇所ぐらいの案内を逆に東口のほうに置

けたらちょっとおもしろいかなと思ったりしたのです。 

委員長 

東京オリンピック・パラリンピック担当課長 

あくまでもサインの設置箇所につきましては西口、いわゆる、アスリートの拠点エリ

アという位置づけで設置をしてまいるところでございまして、その波及効果につきまし

ては当然東口にも及ぶもの、それから北区全体に当然波及をさせまして、一体となって

トップアスリートのまちを発信していかなければいけないということで考えてございま

す。委員のただいまのご意見・ご要望も踏まえまして、今後、工夫をしてまいりたいと

考えているところでございます。 

委員長 

森下委員 

今の森岡委員とつながる意見なのですけれども、やはり区民の皆さんの意識を高揚す

るという意味でも、北区にはさまざまなキャッチコピーがあると思うのです。「教育先

進都市・北区」とか、「長生きするなら北区が一番」、「子育てするなら北区が一番」

ということで、北区ニュースを見ますとそういう色分けをして、「長生きするなら北区

が一番」のところを私などはよく見るのですが、そうするとシニアの参加できるスポー

ツだとか、あるいは体を動かすとか、健康診断とか載っています。そういう中に、今後
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檜垣委員長 

東京オリンピ

ック・パラリ

ンピック担当

課長 

檜垣委員長 

東京オリンピ

ック・パラリ

「トップアスリートのまち・北区」というのも、今はもう既にキャッチコピーでどこか

でしょっちゅうおっしゃっている状況かどうか、ちょっとそこのところはわからないの

ですけれども。そういう機会があったら、今後、この９月１３日の日曜日に開催されま

す内容なども、「トップアスリートのまち・北区」という項目をぽんと出した中に書い

ていくとか、こういうＲＯＵＴＥ２０２０ができましたよとか、表示しましたよとか、

そういうこともそういうところで区民の皆さんに宣伝していくとよいのかなという一つ

案を考えました。 

それから、子どもたちが、今、オリンピックの推進校が三岩区域ほか５校ですか、ま

た今年度ふえたということで、王子・滝野川地域にもまたがっているということで、そ

ういう学校にも、北区というのは「トップアスリートのまち・北区」なのだよというよ

うな、こんな上等なものはお金がかかるでしょうけれども、何かそういうものを立てて

あげるとか、目印にするのも一つ意識を図っていく、高揚する意味でもいいのかなとい

うアイデアです。ご検討ください。お願いします。 

ほかに、ご質疑、またはご意見はございませんか。 

それでは、檜垣から、一つ質問させていただきます。 

ちょっとこの資料ではこのデザインがはっきりしていないので、詳しいことはわから

ないのですけれども、「ＲＯＵＴＥ２０２０トレセン通り」がありまして、その下に

「ＲＯＵＴＥ２０２０Ｔｏｒｅｓｅｎ-ｄｏｒｉ」と恐らく英訳をしているというとこ

ろなのだと思うのですけれども、これを見るとほとんど同じことが書いてあるようなの

で。例えば、サイン板の委員のメンバーですとか、承認者は誰がいるのかとか、こうい

う案内板の責任者といいますか、やはりそのデザインの上でどうなのかというのを検討

されていると思うのですけれども、その辺のメンバーとか承認者を聞きたいということ

と。 

あと、ぱっと見た瞬間思ったのは、ＲＯＵＴＥ２０２０、下の英訳のほうですけれど

も、例えば、桜マークがないのだったら北区トレーニングセンターストリートときちん

としたものを入れたほうがいいのではないのか、地図との一致でいいのではないのかな

とちょっと心配になったのですけれども。その辺は、この設置板のメンバーですとか、

承認者ですとか、あと東京都がかかわっていることなのか、ちょっとその辺、教えてい

ただければありがたいのですが。 

委員長 

東京オリンピック・パラリンピック担当課長 

このデザインの選考に当たりましては、ＪＯＣのジュニア強化選手でございますエリ

ートアカデミー生、この方々にご意見をいただいています。それから赤羽商業高校の生
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ンピック担当

課長 

檜垣委員長 

東京オリンピ

ック・パラリ

ンピック担当

課長 

檜垣委員長 

東京オリンピ

ック・パラリ

ンピック担当

課長 

檜垣委員長 

檜垣委員長 

東京オリンピ

ック・パラリ

ンピック担当

徒さん、こちらにもご意見をいただいているところでございまして、そういったご意見

を踏まえまして、庁内の連絡会におきまして決定をしたというところでございます。 

なお、都道部分が入ってございます。東京都の第六建設事務所と十分な協議をいたし

まして、既存のサイン関係とある程度の統一性といいますか、そういった一定のルール

がございますので、そういったルールに基づきまして、今お示しのとおりのデザインに

決定したところでございます。 

２段書きのＲＯＵＴＥ２０２０、その下にほぼ同様の表記というところでございます

けれども、これはいわゆる、多言語対応というところで、国交省からガイドラインが先

般示されているところでございまして、そうした基準に基づきましてこのような形での

表記をさせていただいたところでございます。 

なお、その他、情報たくさん盛り込みたい内容もございますけれども、このサイズ、

制約、その他からこのような形になったところでございます。以上でございます。 

今、課長のご回答いただきますと、そうすると、こういう案内板のデザインの正式な

プロの方というのは、メンバーはどうなのでしょう。 

委員長 

東京オリンピック・パラリンピック担当課長 

プロのデザイン会社ということでございまして、これはまちづくり系のコンサルタン

トにお願いいたしまして、このようなデザインをつくっていただいたということでござ

います。 

はい、わかりました。 

ほかに、ご質疑、またはご意見はございませんか。 

（質疑・意見なし） 

ご質疑・ご意見がないようですので、本件に関する報告は終了いたします。 

次に、日程第７、報告第４１号「ＲＯＵＴＥ２０２０トレセン通り」ＰＲイベントに

ついて、事務局から説明をお願いいたします。 

委員長 
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課長 

檜垣委員長 

東京オリンピ

ック・パラリ

ンピック担当

課長 

東京オリンピック・パラリンピック担当課長 

それでは、報告第４１号でございます。１枚、おめくりをお願いいたします。トレセ

ン通りのＰＲイベントでございます。 

こちらにつきまして、１の要旨にございますとおりＲＯＵＴＥの愛称、これを浸透・

定着させる。それから、トップアスリートのまち、これを全国に発信するという目的が

ございます。 

２の日程でございます。先ほどご説明させていただきましたように愛称サインを８月

中に必ずや設置いたします。そうしまして、速やかにその後ＰＲイベントをすると、そ

のようなスケジュール感でございます。 

会場につきましては、当初ＪＯＣの陸上トレーニングセンターでの開催で進めており

ましたが、ここに来てリオの大会が近づくにつれて大変難しいという状況になりまし

て、赤羽スポーツの森競技場で実施をすることになってございます。 

（３）のプログラムでございます。まず、９時でございます。愛称サインの除幕セレ

モニーを行います。それぞれの起点、終点、いわゆる赤羽駅寄り、十条駅寄りと記載し

てございますが、この除幕セレモニー、これが報道機関に対しましてプレスリリースを

する最も効果的なメニューでございます。このあたりにつきましては、広報課に所属し

ておりますコンサルタント会社ともいろいろ試行錯誤しているところでございますけれ

ども、シティプロモーション、効果的な手法、これの視点も重視しながら場所を検討し

ているところでございまして、比較的少人数で行いますけれども、背景にトレーニング

センターが写り込む場所、写真が必要だと認識をしているところでございまして、先ほ

ど申し上げましたように場所は産技研付近で実施をしたいと考えてございます。 

それから、９時１５分と書いてございます。２０２０ウォーキングツアーでございま

す。こちらにつきましては、地元小学校、オリンピック・パラリンピック教育推進校、

具体的に申し上げますと、三岩・清水・梅木・王五小、こちらの推進校の皆さんにまず

お声かけしたいと思ってございますけれども、こちらのお子さん、それから保護者の方

を中心に、赤羽、十条それぞれの始点・終点から会場まで、赤羽スポーツの森まででご

ざいます。会場内のトラックも含めまして、２０２０ｍを歩くツアーを行いたいと考え

てございます。オリンピック選手ほか、ユニフォームを着ましたエリートアカデミー

生、ジュニア強化選手とも一緒に歩くと。そのようなことで考えてございます。 

１０時に開会をいたしまして、区長ほか板橋区長にもご挨拶をいただく予定でござい

ます。それから、ご来賓といたしましてＪＯＣ、それからＪＩＳ、障害者スポーツセン

ター、東京都の第六建設事務所の所長等もお招きをする予定でございます。 

１０時２０分からイベントを行います。同時並行で幾つか行いたいと考えてございま

して、大きくは、北区が子どもたちの体力向上のために取り組んでおりますキッズアス

レティックス、こちらをご紹介したいという趣旨も込めまして、陸上のオリンピアンほ

か世界レベルに出場した選手を５名程度お招きいたしまして指導を行いたいと考えてご

ざいます。 
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檜垣委員長 

檜垣委員長 

教育政策課長 

檜垣委員長 

教育政策課長 

それから、ＮＥＣ、日本電気のラグビーチームでございます。ＮＥＣでございますけ

れども、２０２０年の組織委員会とゴールドパートナー契約を結んでいるところでござ

います。こちらのラグビーチームにお願いいたしまして、タグラグビーでございます。

お子さんが楽しめる鬼ごっこ感覚のぶつかり合いがない、そんなタグラグビー教室を開

催したいと。ラガーマン１０名程度、体格のよい方に参加をしていただきまいて、こち

らにつきましてはウォーキングツアーも一緒に歩いていただくということになってござ

います。 

それから、これも北区が積極的に取り組んでおりますフェンシング、それから車椅子

フェンシングの体験教室、フェンシングのメダリストの方もお招きいたしまして、こち

らの教室も実施したいということで、閉会はお昼過ぎということで考えてございます。

問題は雨の日でございますけれども、こちらもＪＩＳ、スポーツ科学センター、こち

らの中の施設で進めておったところなのですけれども、こちらもここに来て難しい状況

になってございまして、現在、近隣の学校の体育館、一つには赤羽商業高校の体育館で

ございます。こちらで調整をしておるところでございます。雨天の際でございます。現

時点ではウォーキングを含めまして、小雨なら決行、本降りですと近隣の体育館で実施

をしたいと考えてございます。 

今後の予定でございます。３番のところでございます。お示しのとおりでございま

す。当日でございますけれども、赤羽西口商店街、こちらの西口フェスティバルを実施

してございます。そういった形で、さまざまな商店街と連携して実施できないかという

ことも考えているところでございまして、例えば、区と商店街双方のイベントの相乗的

な効果、相乗的にＰＲをするための開催のＰＲ方法、それからうちわのたぐい、こうい

ったものを商店街と共同で制作できないか。あるいは、西口商店街のフェスティバルの

スタンプラリーというものがございます。こちらのポイントに、イベント会場の赤羽ス

ポーツの森を指定していただけないかなど調整をしているところでございます。 

以上、報告とさせていただきます。 

本件について、ご質疑、またはご意見はございますか 

（質疑・意見なし） 

ご質疑・ご意見がないようですので、本件に関する報告は終了いたします。 

次に、日程第８、報告第４２号「後援・共済事業に関する報告」について、事務局か

ら説明をお願いします。 

委員長 

教育政策課長 

それでは、後援・共済事業に関しましてご報告申し上げます。報告第４２号をごらん

ください。今回は名義使用承認報告が１０件、また事業実績報告が４件ございます。 
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初めに、名義使用承認報告でございます。１件目でございます。３００人で歌おう！

歌声ｉｎ北とぴあ～夏～でございます。お示しのとおり、主催者はＮＰＯ東京ＡＳＵＫ

Ａ音楽事務所、日時が平成２７年７月３日ということで、北とぴあつつじホールで行わ

れます。 

次の２件目から、１枚おめくりいただきました３件目、４件目まででございますが、

最初が小学校のＰＴＡ連合会の共催事業、３件目が中学校のＰＴＡ連合会共催事業、４

件目が北区立幼稚園のＰＴＡ連合会共催事業というものでございます。 

２件目と３件目につきましては、それぞれ７ページ、９ページ、それぞれの小学校Ｐ

ＴＡの共済事業計画が７ページに、また９ページには中学校のほうの共済事業計画が別

紙として載せさせていただいております。それぞれ年度内の活動期間でございまして、

それぞれの連合会が主催者ということでございます。 

それでは、２ページのほう、５件目に参りたいと思います。こちらのほうが、連続講

座「もっと知りたい日本の昔話」、主催者が、お示しのとおり、よみきかせの会たんぽ

ぽでございます。平成２７年９月１６日と１０月２１日、１１月４日、中央図書館の３

階ホールで行われます。 

続きまして、６件目でございますが、「税に関する絵はがきコンクール」の、こちら

のほうは募集でございます。公益社団法人王子法人会が主催者でございまして、お示し

のとおり、９月３０日が締め切りということでございます。 

続きまして、７件目、第３２回非行のない明るい街づくり住民大会～少年の健全育成

をめざす親と子の集い～でございます。主催は、非行のない明るい街づくり赤羽連絡協

議会でございまして、７月１５日に赤羽会館の講堂で行われます。 

８件目、東京弁護士会子どもたちと弁護士がつくるお芝居、もがれた翼パート２２で

ございます。東京弁護士会の主催でございまして、８月２２日に赤羽会館の講堂で行わ

れます。 

１枚おめくりいただきまして、９件目でございます。こちらも募集でございまして、

北区明るい選挙啓発ポスターコンクール作品募集ということで、９月１１日が締め切り

となっております。お示しのとおりでございます。 

最後１０件目、第６回あの日あの時思い出が蘇る昭和の流行歌、共に楽しむ集いとい

うことで、懐かしい歌を歌う会の主催でございます。１１月２４日に、北とぴあつつじ

ホールで行われます。 

事業実績報告でございますが、お示しの４件でございますので、ご高覧いただければ

と思います。以上でございます。 

本件について、ご質疑、またはご意見はございますか。 

（質疑・意見なし） 

ご質疑・ご意見がないようですので、本件に関する報告は終了いたします。 

以上で、本日の日程全てを終了いたしました。 

これをもちまして、平成２７年第６回教育委員会定例会を閉会いたします。 
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